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子ども・福祉部 

 

令和８年度当初予算のポイント・主要事業 
 
 

１ 予算調製にあたっての基本的な考え方 

子ども・福祉部では、全ての子どもが豊かに育ち、将来にわたって幸せな状態で生活

することができる三重をめざし、みえ子ども・子育て応援総合補助金による市町の子ど

も・子育て支援事業への補助や、児童虐待の防止・社会的養育の推進、子どもが豊かに

育つ環境づくりを通じて、「子どもの育ちへの支援」に取り組みます。また、保育士確

保などによる保育の充実や、出産・育児への支援、男性の育児参画の推進を通じて、

「子育て家庭への支援」に取り組みます。 

さらに、地域福祉や障がい者福祉の推進を通じた「共生社会の実現」に向け、障がい

者や生活困窮者等の生きづらさを抱える人が、質の高い福祉サービスやさまざまな支援

を受け、安心して暮らすことができる社会づくりを進めます。 

 

２ 主な重点項目 

 

（１）子どもの育ちへの支援 

「三重県子ども条例」および「ありのままでみえっこプラン」（県こども計画）

に基づき、全ての子どもが豊かに育ち、将来にわたって幸せな状態で生活すること

ができる三重をめざし、「みえ子ども・子育て応援総合補助金」により、市町の取

組を支援するとともに、子どもの意見表明・社会参画の促進や困難な環境にある子

どもへの支援の充実に取り組みます。また、子どもの安全・安心の確保に向けた、

関係機関との連携強化による、虐待対応力の強化等に取り組みます。 

 

①  （一部新）みえ子ども・子育て応援総合補助金 ３３０，４２４千円 

［少子化対策課(224-2404)］ 

市町が地域の実情等に合わせて工夫を凝らして実施する、子ども・子育て支

援事業に対し、引き続き補助することとし、これまでと同様の自己肯定感など

子どもの育ちや子育て環境の充実につながる取組と、保育士確保をはじめとす

る仕事と子育ての両立に向けた取組の２つの枠を設けて支援します。また、こ

れまでの総合補助金の実績をふまえ、先駆的で効果が高いと認められる「働く

子育て世帯を支える子どもの居場所づくり」について、新たな補助制度により

市町を支援することで横展開を促進します。 
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②  （一部新）児童虐待法的対応推進事業 ３１１，２７７千円 

［児童相談支援課(224-2883)］ 

「三重県児童相談所職員人材育成計画」に基づき、体系的な研修を実施する

ため、児童相談所の中核を担う中堅職員向けの研修等を拡充するとともに、法

定研修の実施を外部事業者に委託し、業務負担軽減を図ります。さらに、子ど

もの権利擁護の視点から、従来の意見表明支援員の派遣に加えて、一時保護所

児童の処遇検討段階における弁護士によるアドボケイトを実施します。また、

迅速かつ正確な情報共有による、警察との連携強化を図るため、児童相談所児

童記録システムの改修を実施します。 

 

③  （一部新）家族再生・自立支援事業 ５６，４８９千円 

［児童相談支援課(224-2883)］ 

要保護児童や施設入所児童等が家庭に復帰するにあたっては、保護者の養育

技術の向上や保護者自身への支援が重要であるため、親子関係再構築支援員を

配置し、児童相談所や市町、施設等の職員の人材育成に向けた研修等の実施や、

保護者支援プログラムの実施に係る調整を行います。 

引き続き、児童養護施設に入所している高校生の進学に向けた学習支援を実

施するとともに、退所者の自立支援に向けた貸付や身元保証に対する補助を行

います。さらに、社会的養護経験者が施設等退所後に孤立することがないよう、

新たに自立支援拠点を整備し、相互交流の場の提供や相談支援に取り組みます。 

 

   

④  （一部新）児童相談所管理運営費 ２８１，２７４千円 

［児童相談支援課(224-2883)］ 

児童相談所において、養護相談や障がい相談等に応じるとともに、児童虐待

対応にあたります。また、国の「新たな児童虐待防止対策体制総合強化プラン」

に基づく専門職の人員確保などに対応します。さらに、児童相談業務の効率化

を図るため、北勢児童相談所において一人一台パソコンの早期更新等、環境整

備を実施します。加えて、老朽化の進む北勢児童相談所・一時保護所の建替え

に向けて、詳細設計等に取り組みます。 

 

⑤  国児学園運営費 １８０，１４６千円 

［家庭福祉・施設整備課(224-2271)］ 

県内唯一の児童自立支援施設として、入所児童に対して必要な指導・支援を

行い、自立を支援します。また、入所児童の生活環境の改善を図るため、老朽

化が進む寮舎等の建替えに向け、令和７年度の詳細設計に基づき、一部の寮舎

の解体工事に着手します。 
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⑥  （一部新）子どもの育ちの推進事業 ５４，５９８千円 

［少子化対策課(224-2404)］ 

「三重県子ども条例」に基づき、県の子ども施策を推進する体制を整備する

とともに、子どもの権利に関する啓発や子どもの意見表明の推進、子どもに関

する施策の情報を一元化したポータルサイトの整備等に取り組みます。また、

みえ次世代育成応援ネットワークをはじめとするさまざまな主体と連携し、体

験機会の提供など、子どもの豊かな育ちを支える取組を実施するとともに、子

どもの声を直接受け止め、子ども自身が解決に向かうよう支える相談窓口であ

る「こどもほっとダイヤル」を運営し、電話やＳＮＳによる相談を実施します。 

 

⑦  （一部新）子どもの居場所支援事業 ２７，６００千円 

［少子化対策課(224-2404)］ 

中高生世代の居場所のニーズに応えるため、中高生世代を中心に利用できる

キッチンカー等を活用した移動式の居場所に、地域団体と連携してモデル的に

取り組みます。また不登校児童生徒等の居場所づくり支援として、フリースク

ール等民間施設運営団体への運営補助を行います。 

 

⑧  （一部新）ヤングケアラー支援事業 １９，７４１千円 

［家庭福祉・施設整備課(224-2271)］ 

ヤングケアラーへの支援体制を強化するため、福祉等の関係機関や専門職員

などを対象にヤングケアラーについて学ぶための研修会を実施します。また、

子ども向けリーフレットによる周知・啓発を図るほか、コーディネーターを配

置し、関係機関と連絡調整を行うことで、適切な福祉サービスにつなぐ機能を

強化するとともに、支援ハンドブックを活用した出前講座の実施やアセスメン

トシートの活用促進を図ります。さらに、相談しやすい体制の整備のため、Ｓ

ＮＳ相談窓口を開設し、ＳＮＳ広告等による周知を行うほか、寄り添った支援

を行うため、当事者や支援者を対象としたオンラインによる交流会を開催しま

す。 

 

⑨  （一部新）思春期ライフプラン教育事業 １４，３３４千円 

［子どもの育ち支援課(224-2248)］ 

包括的性教育に関する啓発パンフレットを小中高等学校や大学等に配布する

とともに、プレコンセプションケアを推進するため、若者が性や妊娠、健康な

体づくりに関する正しい知識を学ぶセミナーを開催し、セミナー受講者が健康

な体づくりに向けた検査と医師からのアドバイスを受けられる取組を実施しま

す。 

また、子どもたちが、家庭生活や家族の大切さ、妊娠・出産や性の多様性を

含む性に関する科学的根拠に基づいた正しい知識を習得し、自らのライフプラ

ンを考える基盤ができるよう、産婦人科医、教育委員会等と連携し、養護教諭

等が支援方法を学ぶ思春期保健指導セミナーを開催するなど、啓発に取り組み

ます。 
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（２）子育て家庭への支援 

子育て家庭への支援に向け、保育の充実を図るため、中高生を対象とした保育の

仕事の魅力発信や地域限定保育士制度の導入により、新たな保育人材の確保を進め

るとともに、保育士の離職防止や潜在保育士の職場復帰を促進し、待機児童の解消

に取り組みます。また、市町における５歳児健診の実施に向けた支援や男性の育児

参画の推進などにより、妊娠から出産・子育てまでの切れ目のない支援に取り組み

ます。 

 

①  （一部新）保育対策総合支援事業 ７６５，０５０千円 

（７６８，７０７千円 ※Ｒ７年度２月補正予算含みベース） 

［子どもの育ち支援課(224-2248)］ 

新たな保育士の確保に向けて、中高生を対象に、現役保育士との交流や保育

の仕事体験などを通じて、保育の仕事の魅力を発信する取組を実施するととも

に、保育士をめざす学生等への就学資金の貸付を行います。また、保育士支援

アドバイザーを保育現場に派遣し、勤務環境改善を進めるための相談支援や、

人間関係や業務に関する悩みを抱える保育士個人が相談できる取組を行います。

さらに、保育士の業務負担の軽減を図るため、保育補助者の雇上げや、配慮が

必要な児童の受入れのために保育士を加配している私立保育所等への補助を行

います。加えて、三重県保育士・保育所支援センターにおいて、潜在保育士に

対する求職情報等の提供や保育所等とのマッチングを行うとともに、復職に対

する不安の軽減を図るため、復職した保育士の就労までのプロセスや復職後の

状況を動画で紹介するなど、復職支援を強化します。 

 

②  （新）地域限定保育士試験実施事業 ８，７５２千円 

［子どもの育ち支援課(224-2248)］ 

＜事業実施期間：令和 8年度～＞ 

     県内で保育の仕事に就くことを希望する人の保育士試験の受験機会の拡大を

図るため、児童福祉法の改正により全ての都道府県で実施可能となった、保育

士登録後３年間は受験した都道府県でのみ就労できる地域限定保育士制度を新

たに導入し、県内における保育士確保を推進します。 
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③  （一部新）出産・育児まるっとサポートみえ推進事業 ６１，７１１千円 

［子どもの育ち支援課(224-2248)］ 

各市町の母子保健活動の核となる人材を育成するため、母子保健に関する情

報交換会や研修会を開催するとともに、専門的な視点から助言・支援を行うア

ドバイザーを派遣するなど、市町の母子保健体制の整備を支援します。また、

予防可能な子どもの死亡を減らすため、関係機関と連携して効果的な予防対策

を検討します。 

さらに、妊産婦へのレスパイトの場や助産師からの育児指導を提供する「妊

産婦のほっとスポット構築モデル事業」を実施するとともに、これまでの取組

を検証し、市町の産後ケア事業に生かしていくことを検討します。加えて、遠

方の分娩施設で出産する必要のある妊婦に対する交通費等の助成や、多胎児家

庭の交流会などを実施します。 

社会性発達の評価、発達障がい等のスクリーニング等を目的とした５歳児健

診について、県内市町での取組が進むよう、アドバイザーの派遣や研修を実施

するとともに、健診実施に必要な医師の確保が困難な市町に対して、医師派遣

を支援します。 

 

④  （一部新）男性の育児参画普及啓発事業 １９，２２９千円 

［少子化対策課(224-2404)］ 

これまで作成した男性の育児参画促進に向けた啓発資料を活用し、希望に応

じて育児休業を取得できる職場環境づくりや、男性の育児参画の質の向上等に

取り組みます。また、若者がライフデザインについて自ら考えるワークショッ

プを大学等で実施し、主体的に人生を選択できるよう後押しするとともに、ワ

ークショップの中で男性の育児参画に関する幅広い情報を提供することで、共

育てを前提とした働き方のイメージの定着を図ります。  

 

 

（３）共生社会の実現 

さまざまな課題を抱える人が質の高い福祉サービスや必要な支援を受けられるよ

う、包括的支援体制の整備促進やひきこもり支援等に取り組みます。また、新たに

孤独・孤立対策の推進や困難な問題を抱える女性のためのＳＮＳ相談窓口の設置等

に取り組みます。 

さらに、障害者支援施設等において事業運営の透明性や支援の質の確保を図ると

ともに、適切なサービス提供・アセスメントを実施するための支援を行い、障がい

者が地域で安心して暮らすことができる社会づくりを進めます。 
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①  （一部新）包括的支援体制整備支援事業 １４，８５０千円 

［地域福祉課(224-2256)］ 

市町における包括的な支援体制の整備が一層進むよう、「リンクワーカー」

の取組も参考にしながら、社会的処方の考えも取り入れた研修の拡充や、市町

へのアドバイザー派遣に取り組みます。また、福祉分野のみならず他分野の関

係機関、関係団体と連携し、県内に共通する諸課題の解決に取り組む市町が行

う先進性や有効性の高い取組をモデル事業として支援します。 

 

②  （一部新）ひきこもり支援推進事業 ３５，３７５千円 

［地域福祉課(224-2256)］ 

支援窓口の周知やひきこもりについての理解促進のため、さまざまな年代に

情報が届くよう、多様な広報媒体を活用した普及啓発に取り組みます。また、

ひきこもり支援の充実に向けて、令和７年度に開設した「ひきこもりピアサポ

ートセンターみえ」の運営や広域的な支援体制づくり、市町に対する財政的支

援等に取り組むとともに、新たにひきこもり当事者交流会等の当事者同士がつ

ながりを持てる場を提供します。 

 

③  （新）孤独・孤立対策推進事業 ３，５９０千円 

［地域福祉課(224-2256)］ 

＜事業実施期間：令和 8年度～＞ 

孤独・孤立対策を推進するため、支援に携わる官民の関係機関が、相互に連

携、協働するプラットフォーム等を構築するとともに、孤独・孤立を抱える当

事者等が参加するシンポジウム・交流イベントを開催します。 

 

④  （一部新）困難な問題を抱える女性支援推進等事業 ６０，８２３千円 

［家庭福祉・施設整備課(224-2271)］ 

困難な問題を抱える女性への支援のため、引き続き相談窓口の周知を図るとと

もに、女性相談支援員による相談や法律相談等の専門相談を実施します。また、

関係機関と連携した支援体制づくりのため「三重県ＤＶ被害者及び困難な問題を

抱える女性支援調整会議」を開催するほか、女性支援コーディネーターによる支

援団体等との連携強化を進めます。さらに、困難な問題を抱える女性が２４時間

いつでも相談できるよう、ＳＮＳ相談窓口を設置するとともに、ＳＮＳ等を活用

して相談窓口の周知に取り組むほか、民間団体が運営する施設を活用して支援が

必要な人に安心・安全に過ごせる一時的な居場所を提供することで、支援の充実

を図ります。 

 

⑤  （新）次世代継承促進事業 ２，０００千円 

［地域福祉課(224-2256)］ 

＜事業実施期間：令和 8年度～＞ 

戦後生まれの方々が、戦争の悲惨さと平和の尊さに対する理解を深め、平和

の語り部活動などの地域における平和継承に取り組めるよう、市町やご遺族を

対象とした研修会を開催するとともに、活動の一助となる教材等を作成します。 
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  ⑥ （一部新）障がい者相談支援体制強化事業 １５１，６２６千円 

［障がい福祉課(224-2274)］ 

各障害保健福祉圏域において就労に伴う生活にかかる相談支援事業を実施す

るとともに、県内全域を対象とした自閉症・発達障がい、高次脳機能障がい、

就業・生活支援等に関する専門性の高い相談支援事業を行います。また、障害

者支援施設に、外部の専門的視点を定期的に取り入れるための専門家派遣を行

うことにより、事業運営の透明性や支援の質の確保を図るとともに、事業所が、

重度の強度行動障がいを有する児・者を受け入れて適切にサービス提供・アセ

スメントを実施できるよう一定の実践経験を有する人材を配置するための支援

を行います。 

 

⑦ （一部新）障害者介護給付費負担金 １１，８５２，５７８千円 

（１２，６４４，７７１千円 ※Ｒ７年度２月補正予算含みベース） 

［障がい福祉課(224-2274)］ 

障害者総合支援法に基づき、市町が支出する介護給付費の一部を負担します。

また、障害福祉サービス事業所等におけるロボット等の導入やＩＣＴ導入に対

する支援に取り組みます。さらに、障害福祉サービス事業所の指定等審査業務

について、事業所数の増加や加算等制度の複雑化等による審査業務の増大に対

応するため、事業所からの相談対応や審査業務の一部を外部委託化し、事務作

業の効率化を図ります。 

 

 

 

 



③（一部新）家族再生・自立支援事業【56,489千円】
社会的養護経験者が施設等退所後に孤立することがないよう、新たに

自立支援拠点を整備し、相互交流の場の提供や相談支援に取り組みます。

子どもの育ちへの支援
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「三重県子ども条例」および「ありのままでみえっこプラン」（県こども計画）に基づき、全ての子どもが豊かに育ち、将来にわたって幸せな状態で
生活することができる三重をめざし、「みえ子ども・子育て応援総合補助金」により、市町の取組を支援するとともに、子どもの意見表明・社会参画の
促進や困難な環境にある子どもへの支援の充実に取り組みます。また、子どもの安全・安心の確保に向けた、関係機関との連携強化による、虐待対応力
の強化等に取り組みます。

子どもが豊かに育つ環境づくり

②（一部新）児童虐待法的対応推進事業【311,277千円】
一時保護児童の処遇検討段階における弁護士によるアドボケイトを実

施します。また、迅速かつ正確な情報共有による、警察との連携強化を
図るため、児童相談所児童記録システムの改修を実施します。

少子化対策課 ①⑥⑦ 224-2404 児童相談支援課 ②③④ 224-2883

子どもの育ち支援課 ⑨ 224-2248 家庭福祉・施設整備課 ⑤⑧ 224-2271

⑨（一部新）思春期ライフプラン教育事業【14,334千円】
若者が性や妊娠、健康な体づくりに関する正しい知識を学ぶセミナー

を開催し、セミナー受講者が健康な体づくりに向けた検査と医師からの
アドバイスを受けられる取組を実施します。

⑦ （一部新）子どもの居場所支援事業【27,600千円】
中高生世代を中心に利用できるキッチンカー等を活

用した移動式の居場所に、地域団体と連携してモデル
的に取り組みます。
また、フリースクールへの運営補助について、現場

の実態やニーズに応じて、対象範囲の拡充や補助上限
額の引き上げを行います。

⑧ （一部新）ヤングケアラー支援事業【19,741千円】
相談しやすい体制の整備のため、SNS相談窓口を開設し、SNS広告等

による周知を行うほか、寄り添った支援を行うため、当事者や支援者を
対象とした交流会を開催します。

児童虐待の防止・社会的養育の推進みえ子ども・子育て応援総合補助金

①（一部新）みえ子ども・子育て応援総合補助金【330,424千円】
市町が地域の実情等に合わせて工夫を凝らして実施する、子ども・

子育て支援事業に対し、２つの枠を設けて支援します。
◆子どもの育ちや子育て環境の充実につながる取組（自由枠）
◆保育士確保など仕事と子育ての両立に向けた取組（両立支援枠）

これまでの総合補助金の実績をふまえ、先駆的で効果が高いと認めら
れる「働く子育て世帯を支える子どもの居場所づくり」について、市町
の取組を支援します。

④（一部新）児童相談所管理運営費【281,274千円】
北勢児相・一時保護所の建替えに向けた詳細設計等に取り組みます。

また、業務の効率化を図るため、北勢児相のICT環境の整備を進めます。
⑤ 国児学園運営費【180,146千円】
寮舎等の建替えに向け、令和７年度の

詳細設計に基づき、一部の寮舎の解体工
事に着手します。

新たな補助制度により横展開を促進

子
ど
も
食
堂
の
様
子

三
重
県
立
国
児
学
園

⑥（一部新）子どもの育ちの推進事業【54,598千円】
「三重県子ども条例」に基づき、子どもの権利に関する啓発や子ども

の意見表明の推進、子どもに関する施策の情報を一元化したポータルサ
イトの整備等に取り組みます。



子育て家庭への支援 少子化対策課 ④ 224-2404

子どもの育ち支援課 ①②③ 224-2248

子育て家庭への支援に向け、保育の充実を図るため、中高生を対象とした保育の仕事の魅力発信や地域限定保育士制度の導入により、新たな保育人材の
確保を進めるとともに、保育士の離職防止や潜在保育士の職場復帰を促進し、待機児童の解消に取り組みます。また、市町における５歳児健診の実施に向
けた支援や男性の育児参画の推進などにより、妊娠から出産・子育てまでの切れ目のない支援に取り組みます。
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保育の充実

③（一部新）出産・育児まるっとサポートみえ推進事業
市町の母子保健体制の整備を支援するとともに、【61,711千円】

５歳児健診について、県内市町での取組が進むよう、
アドバイザーの派遣や研修の実施に加え、健診実施
に必要な医師の確保が困難な市町に対して、医師
派遣を支援します。

②（新）地域限定保育士試験実施事業【8,752千円】
保育士登録後３年間は受験した都道府県でのみ就労できる地域限定

保育士制度を新たに導入し、県内で保育の仕事に就くことを希望する
人が保育士試験を受験しやすい環境を整備することで、県内における
保育士確保を推進します。

④（一部新）男性の育児参画普及啓発事業【19,229千円】
若者がライフデザインについて自ら考える

ワークショップを大学等で実施し、主体的に
人生を選択できるよう後押しするとともに、
ワークショップの中で男性の育児参画に関す
る幅広い情報を提供することで、共育てを前
提とした働き方のイメージ定着を図ります。

出産・育児への支援
保育士支援アドバイザーを保育現場に派遣し、勤務環境改善を

進めるための相談支援や、人間関係や業務に関する悩みを抱える
保育士個人が相談できる取組を行います。

男性の育児参画の推進

復職に対する不安の軽減を図るため、
復職した保育士の就労までのプロセスや
復職後の状況を動画で紹介するなど、復
職支援を強化します。

＜三重県保育士・保育所支援センター チラシ＞

保育士の離職防止

潜在保育士の職場復帰

① （一部新）保育対策総合支援事業【768,707千円】
※R7年度2月補正予算含みベース

中高生を対象に、現役保育士との交流や保育の仕事体験などを
通じて、保育の仕事の魅力を発信する取組を実施します。

新たな保育人材の確保



①（一部新）包括的支援体制整備支援事業【14,850千円】
市町における包括的な支援体制の整備が一層進むよう、社会的処方の考

えも取り入れた研修の拡充や、市町へのアドバイザー派遣に取り組みます。
また、福祉分野のみならず他分野の関係機関、関係団体と連携し、県内に
共通する課題の解決に取り組む市町が行う先進性や有効性の高い取組をモ
デル事業として支援します。

③（新）孤独・孤立対策推進事業【3,590千円】
孤独・孤立対策を推進するため、支援に携わる官民の関係機関が相互に

連携、協働するプラットフォーム等を構築するとともに、孤独・孤立を抱
える当事者等が参加するシンポジウム・交流イベントを開催します。

共生社会の実現 地域福祉課 ①②③⑤ 224-2256

障がい福祉課 ⑥⑦ 224-2274

家庭福祉・施設整備課 ④ 224-2271

さまざまな課題を抱える人が質の高い福祉サービスや必要な支援を受けられるよう、包括的支援体制の整備促進やひきこもり支援等に取り組みます。
また、新たに孤独・孤立対策の推進や困難な問題を抱える女性のためのSNS相談窓口の設置等に取り組みます。
さらに、障害者支援施設等において事業運営の透明性や支援の質の確保を図るとともに、適切なサービス提供・アセスメントを実施するための支援を

行い、障がい者が地域で安心して暮らすことができる社会づくりを進めます。
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⑤（新）次世代継承促進事業【2,000千円】
戦後生まれの方々が、戦争の悲惨さと平和の尊さに対する理解を深め、

平和の語り部活動などの地域における平和継承に取り組めるよう、市町や
ご遺族を対象とした研修会の開催や活動の一助となる教材等を作成します。

⑥（一部新）障がい者相談支援体制強化事業【151,626千円】
障害者支援施設に、外部の専門的視点を定期的に取り入れるための専門家派遣により、事業運営の透明性や支援の質の確保を図るとともに、重度の

強度行動障がいを有する児・者を受け入れて適切にサービス提供・アセスメントを実施できるよう一定の実践経験を有する人材を配置するための支援
を行います。また、引き続き、就労に係る相談支援や自閉症・発達障がい、高次脳機能障がい等に関する専門性の高い相談支援事業を実施します。

④（一部新）困難な問題を抱える女性支援推進等事業
【60,823千円】

困難な問題を抱える女性が24時間いつでも相談できるよう、SNS相談窓
口を設置するとともに、民間団体が運営する施設を活用して支援が必要な
人に安心・安全に過ごせる一時的な居場所を提供し、支援の充実を図ります。

②（一部新）ひきこもり支援推進事業【35,375千円】
支援窓口の周知やひきこもりについての理解促進のため、多様な広報媒

体を活用した普及啓発に取り組みます。また、広域的な支援体制づくり、
市町に対する財政的支援等に取り
組むとともに、新たにひきこもり
当事者交流会等の当事者同士がつ
ながりを持てる場を提供します。

地域福祉の推進

障がい者福祉の推進

⑦（一部新）障害者介護給付費負担金【12,644,771千円】※R7年度2月補正予算含みベース
障害福祉サービス事業所の指定等審査業務について、事業所数の増加等による審査業務の増大に対応するため、事業所からの相談対応や審査業務の

一部を外部委託化し、事務作業の効率化を図ります。また、障害者総合支援法に基づき、引き続き市町が支出する介護給付費の一部を負担します。
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３ その他の主要事業 

政 策 名 、 施 策 名 及 び 事 業 の 内 容 
担当課・ 

電話番号 

《政策名：福祉》 

〈施策名：（13-1）地域福祉の推進〉 

 

１ 重層的支援体制整備事業交付金       ８１，０００千円 

【（13-1-1）地域福祉活動の推進と質の高い福祉サービスの提供】 

（第３款 民生費 第１項 社会福祉費 １ 社会福祉総務費） 

地域共生社会の実現に向けて、地域住民の複雑化・複合化した

支援ニーズに対応する包括的な支援体制を整備するため、国の

「重層的支援体制整備事業」を活用して取り組む市町に対して交

付金を交付します。 

 

２ 民生委員活動支援事業          ２９１，４３３千円 

【（13-1-1）地域福祉活動の推進と質の高い福祉サービスの提供】 

（第３款 民生費 第１項 社会福祉費 １ 社会福祉総務費） 

民生委員・児童委員活動の充実に向けて、必要な知識習得のた

めの研修会の開催や委員個人に対する活動費の支給及び民生委員

児童委員協議会に対する組織活動費の補助を行います。また、さ

まざまな機会を活用した情報発信により、民生委員・児童委員の

認知度向上を図るとともに、活動環境の整備など独自の取組を進

める市町への支援や、市町と連携した負担軽減の取組検討を通じ

て、「なり手」確保に取り組みます。 

 

３ 災害援護事業                ７，０００千円 

【（13-1-1）地域福祉活動の推進と質の高い福祉サービスの提供】 

（第３款 民生費 第４項 災害救助費 １ 救助費） 

災害時における避難所等での要配慮者支援を行うため、「三重

県災害派遣福祉チーム（三重県ＤＷＡＴ）」の体制強化や県外か

らの介護職員等の受援体制の整備に取り組むとともに、災害時に

あっても継続したサービス提供が可能となるよう、社会福祉施設

等の事業継続計画（ＢＣＰ）の実効性の向上を促進します。ま

た、災害時の福祉サービスの提供体制について、他県の取組等を

調査し、検討を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域福祉課 

（224-2256） 

 

 

 

 

 

 

地域福祉課 

（224-2256） 
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総務課 

（224-2305） 
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４ 社会福祉法人等指導監査費         ２５，９８１千円 

【（13-1-1）地域福祉活動の推進と質の高い福祉サービスの提供】 

（第３款 民生費 第３項 生活保護費 １ 生活保護総務費） 

社会福祉法人や社会福祉施設、介護保険・障害福祉サービス事

業者等に対して、指導監査等を実施します。また、引き続き税理

士や社会保険労務士等、専門家の活用による指導監査を実施しま

す。 

 

５ 地域生活定着支援事業           ３７，０９７千円 

【（13-1-2）生きづらさを抱える人の支援体制づくり】 

（第３款 民生費 第１項 社会福祉費 １ 社会福祉総務費） 

高齢、または障がいのある矯正施設退所者等が、円滑に地域生

活へ移行し安定した生活を送ることができるよう、国や市町、関

係団体等との連携強化を図りつつ、「三重県地域生活定着支援セ

ンター」において、居住地確保や福祉サービスの利用支援等に取

り組みます。 

 

６ 生活困窮者自立支援事業          ５２，３７９千円 

【（13-1-3）生活困窮者の生活保障と自立支援】 

（第３款 民生費 第１項 社会福祉費 １ 社会福祉総務費） 

さまざまな課題を抱える生活困窮者からの相談に適切に応じる

ため、「三重県生活相談支援センター」において、関係機関と連

携し、一人ひとりの実情に応じたきめ細かな相談支援を行いま

す。また、アウトリーチ（訪問型）支援の充実により、これまで

支援の行き届かなかった人も必要な福祉サービスを適切に受けら

れるよう取り組むとともに、福祉事務所設置自治体の支援員等の

資質向上に向けた研修等を実施し、県全体における生活困窮者支

援の取組の充実・強化につなげます。 

 

７ 生活保護扶助費           ２，２５１，６２２千円 

【（13-1-3）生活困窮者の生活保障と自立支援】 

（第３款 民生費 第３項 生活保護費 ２ 扶助費） 

生活に困窮する方に対して、健康で文化的な最低限度の生活を

保障するため、生活保護法に基づいて必要な扶助費を給付すると

ともに、被保護者の状況に応じ、就労、健康、生活面等の自立に

向けた支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

福祉監査課 

（224-2258） 

 

 

 

 

 

 

 
 

地域福祉課 

（224-2256） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

地域福祉課 

（224-2256） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域福祉課 

（224-2256） 
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８ （一部新）ＵＤのまちづくり推進事業    ２，７４５千円 

【（13-1-4）ユニバーサルデザインのまちづくりの推進】 

（第３款 民生費 第１項 社会福祉費 １ 社会福祉総務費） 

ユニバーサルデザインの意識醸成に向けて、学校出前授業を実

施し子どもたちのユニバーサルデザインの意識づくりに取り組む

ほか、外見からは分かりにくくても配慮や援助が必要なことを知

らせる「ヘルプマーク」の普及啓発や必要とする方々への配布を

行います。また、最終年度を迎える「第５次三重県ユニバーサル

デザインのまちづくり推進計画」の取組の成果と課題を踏まえ

て、次期計画の策定に取り組みます。 

 

９ 地域公共交通バリア解消促進事業      １３，８５７千円 

【（13-1-4）ユニバーサルデザインのまちづくりの推進】 

（第３款 民生費 第１項 社会福祉費 １ 社会福祉総務費） 

誰もが安全で自由に移動できるまちづくりを推進するため、鉄

道駅のバリアフリー化を行う事業者に対して費用の一部を補助す

ることで、エレベーターやスロープ設置等による段差解消や車い

す利用者等に対応したバリアフリートイレの設置、ＩＣカードシ

ステムの導入等を促進します。 

 

〈施策名：（13-2）障がい者福祉の推進〉 

 

１ （一部新）障がい福祉総務費        １２，００９千円 

【（13-2-1）障がい者の地域生活・就労の支援と福祉サービスの充実】 

（第３款 民生費 第１項 社会福祉費 ２ 障がい者福祉費） 

障害者基本法に基づく三重県障害者施策推進協議会や障害者総

合支援法に基づく三重県障害者自立支援協議会の開催を通じて、

「みえ障がい者共生社会づくりプラン」の進捗状況を確認し、障

がい者施策を適切に推進します。また、プランの計画期間が最終

年度を迎えることから、本県の現状と障がい者を取り巻く環境変

化をふまえ、次期プランの策定に取り組みます。 

 

２ 障がい者の地域移行受け皿整備事業    ２００，５６１千円 

（２８５，８９１千円 ※R7年度 2月補正予算含みベース） 

【（13-2-1）障がい者の地域生活・就労の支援と福祉サービスの充実】 

（第３款 民生費 第１項 社会福祉費 ２ 障がい者福祉費） 

障がい児・者の地域生活を支援するため、地域で不足している

障がい児・者対象の通所施設等の整備を促進します。 

 

 

 

家庭福祉・ 

施設整備課 

（224-2271） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

家庭福祉・ 

施設整備課 

（224-2271） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 

 
 

 
 

 

障がい福祉課 

（224-2274） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

障がい福祉課 

（224-2274） 
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３ （一部新）障がい者就労支援事業      １６，９１９千円 

【（13-2-1）障がい者の地域生活・就労の支援と福祉サービスの充実】 

（第３款 民生費 第１項 社会福祉費 ２ 障がい者福祉費） 

障害福祉サービス事業所における工賃等の向上を図るため、経

営コンサルタント等の専門家を派遣するなど、事業所の経営改善

を支援するとともに、受注の仲介、販路開拓等を行う共同受注窓

口の運営を支援します。また、関係部局と連携し、就労を希望す

る障がい者等のための企業・就労系障害福祉サービス事業所説明

会を開催します。 

 

４ 医療的ケアが必要な障がい児・者の受け皿整備事業 

                      ２２，９１５千円 

【（13-2-1）障がい者の地域生活・就労の支援と福祉サービスの充実】 

（第３款 民生費 第１項 社会福祉費 ２ 障がい者福祉費） 

医療的ケアが必要な障がい児・者とその家族が地域で安心して

生活できるよう、「三重県医療的ケア児・者相談支援センター」

を中心に、当事者や保護者等からの相談対応、支援者への支援、

医療的ケア児・者コーディネーターの養成、障害福祉サービス事

業所職員や保育所等の看護師等を対象とした研修を実施するとと

もに、各地域ネットワークの活動支援や相互連携、重症心身障が

い児・者を受け入れる病院との連携など、医療的ケア児・者への

支援体制を強化し、地域での受け皿整備を進めます。 

 

５ （一部新）身体障害者総合福祉センター運営費 

３９３，２９０千円 

【（13-2-1）障がい者の地域生活・就労の支援と福祉サービスの充実】 

（第３款 民生費 第１項 社会福祉費 ５ 社会福祉施設費） 

三重県身体障害者総合福祉センターを指定管理制度により運営

するとともに、利用者のニーズや施設の老朽化に対応するため、

居室の個室化や浴室、トイレなどの改修工事等を行います。 

 

６ 人材育成支援事業             ４８，０５９千円 

【（13-2-2）障がい者の相談支援体制の強化】 

（第３款 民生費 第１項 社会福祉費 ２ 障がい者福祉費） 

障がい者の地域生活を支える人材を育成するとともに、障害福

祉サービス等の質の向上を図るため、「三重県障がい福祉従事者

人材育成ビジョン」に基づき、相談支援従事者研修やサービス管

理責任者・児童発達支援管理責任者研修、障害者ピアサポート研

修等の各種研修事業を実施します。 

 

 

 

障がい福祉課 

（224-2274） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
障がい福祉課 

（224-2274） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

障がい福祉課 

（224-2274） 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

 
 

障がい福祉課 

（224-2274） 
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７ 障がい者権利擁護推進事業         １０，６１７千円 

【（13-2-5）障がい者の差別解消および虐待防止と社会参加の推進】 

（第３款 民生費 第１項 社会福祉費 ２ 障がい者福祉費） 

障がいを理由とする差別の解消のため、相談員による相談対応や

普及啓発等に取り組むとともに、事業者の合理的配慮の提供につい

て訪問による積極的な周知・啓発を行います。また、研修の実施や

専門家チームの活用により、障がい者の虐待防止や対応力の向上を

図ります。さらに、「手話施策推進計画」に基づき手話施策を推進

するとともに、最終年度を迎える現行計画の改定に取り組みます。 

 

８ 障がい者芸術文化活動支援事業       １３，９５２千円 

【（13-2-5）障がい者の差別解消および虐待防止と社会参加の推進】 

（第３款 民生費 第１項 社会福祉費 ２ 障がい者福祉費） 

芸術文化活動を通じた障がい者の社会参加を促進するために設

置した「三重県障がい者芸術文化活動支援センター」において、

障がい者や支援者に対する相談支援や研修会を開催するほか、

「三重県障がい者芸術文化祭」等県内で芸術文化活動を行う障が

い者が作品を発表する展覧会を開催する等、障がい者の社会参加

を支援します。 

 

 

《政策名：子ども》 

〈施策名：（15-1）子どもが豊かに育つ環境づくり〉 

 

１ 親の学び応援事業              １，６４０千円 

【（15-1-2）家庭教育応援と男性の育児参画の推進】 

（第３款 民生費 第１項 社会福祉費 １ 社会福祉総務費） 

市町において、保護者同士のつながりを作るためのワークショッ

プの実施が促進されるよう進行役となる人材の養成に関係団体等と

連携して取り組むとともに、保護者が子育てについてヒントを得る

ことができるＷｅｂ講座の充実を図ります。 

 

２ 子どもの貧困対策推進事業         ５５，３８０千円 

【（15-1-3）子どもの貧困対策の推進】 

（第３款 民生費 第２項 児童福祉費 ３ 母子福祉費） 

子ども食堂などの子どもの居場所が持続可能な取組となるよう、

アドバイザー派遣や勉強会の開催を通じた人材育成支援を行いま

す。また、子どもの居場所運営団体への財政的支援を行うととも

に、子どもの居場所が抱える課題や個々の“ニーズ”と、地域の企

業等の“シーズ”を見える化し、双方をマッチング・コーディネー

トすることで、子どもの居場所の運営を支援します。 

 

障がい福祉課 

（224-2274） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい福祉課 

（224-2274） 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少子化対策課 

（224-2404） 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

少子化対策課 

（224-2404） 
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３ ひとり親家庭自立支援事業           ８３，２４１千円 

                            【（15-1-3）子どもの貧困対策の推進】 

（第３款 民生費 第２項 児童福祉費 ３ 母子福祉費） 

ひとり親家庭の母または父の安定した雇用と収入の確保に向け

て、就職に有利な資格を取得できるよう高等職業訓練促進給付金

等の就労支援を行うほか、ひとり親家庭等の学習機会確保のため

学習支援ボランティア事業に取り組む市町への補助を実施しま

す。 

 

４ 生活困窮家庭の子どもの学習・生活支援事業 １９，６５４千円 

【（15-1-3）子どもの貧困対策の推進】 

（第３款 民生費 第１項 社会福祉費 １ 社会福祉総務費） 

生活困窮家庭の子どもの学力や学習意欲のさらなる向上を図る

ため、子どもに応じた学習支援や生活習慣の改善等を実施し、卒

業後の安定した就職や自立につながるよう取り組みます。 

 

５ 子ども心身発達医療センター医療支援事業  ３１，８７４千円 

【（15-1-4）発達支援が必要な子どもへの支援】 

（第１款 子ども心身発達医療センター費 第１項 子ども心身発達医 

療センター費 １ 子ども心身発達医療センター費） 

身近な地域における途切れのない発達支援体制の構築に向けて、

「ＣＬＭと個別の指導計画」の幼稚園・認定こども園・保育所への

導入を促進するとともに、市町の総合支援窓口の中心となる人材を

育成します。また、地域における発達障がい児の早期診断、早期支

援のため、地域の医療機関への連続講座等の技術的支援を行うとと

もに、市町、療育機関など関係機関とのネットワークの構築等を進

めます。 

 

〈施策名：（15-2）幼児教育・保育の充実〉 

 

１ 次世代育成支援特別保育推進事業補助金  １４３，５１７千円 

【（15-2-1）幼児教育・保育サービスの充実】 

（第３款 民生費 第２項 児童福祉費 １ 児童福祉総務費） 

待機児童の解消や低年齢児保育の充実に向けて、年度当初から保

育士を加配して低年齢児の受入れを行う私立保育所等に補助を行い

ます。また、病児保育施設や児童厚生施設（児童館）の整備に対し

て、補助を行います。 

 

 

 

 

家庭福祉・ 

施設整備課 

（224-2271） 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

地域福祉課 

（224-2256） 

 

 

 

 

 

 
児童相談 

支援課 

（224-2883） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

子どもの育ち

支援課 

（224-2248） 
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２ 保育専門研修事業             ２０，６４５千円 

【（15-2-1）幼児教育・保育サービスの充実】 

（第３款 民生費 第２項 児童福祉費 １ 児童福祉総務費） 

地域の子育て支援を担う人材の育成と専門性を高めるため、子育

て支援員研修を実施します。また、多様化・高度化する保育ニーズ

や子どもの育成支援に対応できるよう、保育士の資質向上や不適切

保育の防止のための研修、放課後児童支援員の資格認定や資質向上

研修等を実施します。 

 

３ 私立幼稚園等振興補助金         ８５６，８４６千円 

【（15-2-1）幼児教育・保育サービスの充実】 

（第 10款 教育費 第９項 私立幼稚園費 １ 私立幼稚園費） 

私立幼稚園や認定こども園を設置・運営する学校法人が、特色

ある個性豊かな幼児教育を安心して行えるよう、運営に係る経費

を補助します。また、幼稚園教諭の処遇改善に取り組む学校法人

に対して、補助を行います。 

 

４ 放課後児童対策事業費補助金     １，８９１，７８３千円 

（１，８９６，２３３千円 ※R7年度 2月補正予算含みベース） 

【（15-2-2）放課後児童対策の推進】 

（第３款 民生費 第２項 児童福祉費 １ 児童福祉総務費） 

保護者が昼間家庭にいない小学生の適切な遊びや生活の場を確

保し、その健全な育成を図るため、放課後児童クラブの運営や施

設整備等に対して、補助を行います。また、ひとり親家庭の経済

的負担の軽減を図るため、放課後児童クラブの利用料の減免を行

う放課後児童クラブへの助成を行う市町に対して補助を行いま

す。 

 

〈施策名：（15-3）児童虐待の防止と社会的養育の推進〉 

 

１ （一部新）児童一時保護事業       ３８２，４０２千円 

【（15-3-1）児童虐待対応力の強化】 

（第３款 民生費 第２項 児童福祉費 ４ 児童福祉施設費） 

「三重県一時保護施設の設備及び運営に関する基準を定める条

例」に基づき、一時保護所の整備及び運営等を行います。一時保

護児童の学習保障のため、引き続き一時保護児童の登校支援を実

施するとともに、学校のオンライン授業やタブレット端末を使用

する学習に対応するため、中央児童相談所一時保護所に無線ＬＡ

Ｎを整備します。 

また、一時保護児童の安全を図るため、防犯カメラを増設しま

す。加えて、子どもの権利擁護を推進するため、中央児童相談所

一時保護所において第三者評価を受審します。 

子どもの育ち

支援課 

（224-2248） 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

子どもの育ち

支援課 

（224-2248） 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

子どもの育ち

支援課 

（224-2248） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

児童相談 

支援課 

（224-2883） 
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２ （一部新）市町児童相談体制支援推進事業   ７，５０７千円 

【（15-3-1）児童虐待対応力の強化】 

（第３款 民生費 第２項 児童福祉費 ４ 児童福祉施設費） 

市町の児童相談体制を強化するため、市町との協議を定期的に

実施し、有識者等から課題改善につながる助言等を行います。ま

た、市町要保護児童対策地域協議会の担当者等を対象とした研修

を実施するとともに、市町児童相談アドバイザーを派遣して、協

議会の運営に関する支援を行います。 

あわせて、「こども家庭センター」の設置促進と運営の充実を

図るため、センターの業務マネジメント全体を担う統括する支援

員を対象とした研修等を実施します。 

 

３ 家庭的養護推進事業            ７４，１４４千円 

【（15-3-2）社会的養育の推進】 

（第３款 民生費 第２項 児童福祉費 ４ 児童福祉施設費） 

三重県社会的養育推進計画（Ⅰ期）に基づき、里親リクルート

から里親研修、子どもとのマッチング、里親委託中から委託解除

後の支援まで里親養育を包括的に支援する里親支援センターや、

フォスタリング機関と連携した里親制度の普及・啓発、里親登録

者の拡大、里親の養育技術の向上に取り組むとともに、フォスタ

リング機関から里親支援センターへの移行を支援します。また、

ファミリーホームにおいて職員の業務負担を軽減するため、引き

続き補助金を交付し、ファミリーホームの機能充実を図ります。 

 

４ 児童養護施設費             ２４０，３８９千円 

【（15-3-2）社会的養育の推進】 

（第３款 民生費 第２項 児童福祉費 ４ 児童福祉施設費） 

児童養護施設等の老朽化に伴う大規模修繕に要する経費を補助

します。児童養護施設等に併設している一時保護専用施設の職員

の業務負担を軽減するため、補助者の雇用に対して経費の補助を

行うとともに、要保護児童に対する家庭的ケアの充実に向けて、

施設の小規模グループケアや多機能化等を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童相談 

支援課 

（224-2883） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

児童相談 

支援課 

（224-2883） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

児童相談 

支援課 

（224-2883） 
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〈施策名：（15-4）結婚・妊娠・出産の支援〉 

 

１ みえの出逢い支援事業           ３３，１７３千円 

【（15-4-1）出会いの支援】 

（第３款 民生費 第１項 社会福祉費 １ 社会福祉総務費） 

みえ出逢いサポートセンターにおいて、きめ細かな相談支援や

情報提供を行うほか、市町等によるイベント等の開催支援や、市

町と連携した地域における広域的な出会いの機会の創出に取り組

みます。また、センターの体制を拡充し、マッチングシステム会

員の利用状況に応じた適切な支援を行うとともに、システムの周

知・広報を継続的に行うことで登録者を増やし、出会いの機会の

充実を図ります。さらに、インターネット型婚活の普及などをふ

まえ、若い世代が安心・安全かつ効果的な婚活に取り組めるよう

啓発を行います。 

 

２ 若年層における児童虐待予防事業       ９，１８１千円 

【（15-4-2）思春期世代におけるライフデザインの促進】 

（第４款 衛生費 第１項 公衆衛生費 １ 公衆衛生総務費） 

妊娠ＳＯＳみえ相談事業の推進に向けた検討会議を開催しま

す。また、電話相談だけでなく、若年層が相談しやすい環境整備

の一環として、ＳＮＳ相談を継続するとともに、医療機関受診の

同行支援や妊娠判定費用の補助など相談者に寄り添った支援を実

施します。 

 

３ 不妊相談・治療支援事業          ４７，２５５千円 

【（15-4-3）不妊・不育症に悩む家族への支援】 

（第４款 衛生費 第１項 公衆衛生費 １ 公衆衛生総務費） 

三重県不妊専門相談センターにおいて、不妊や不育症の悩みに

関する相談支援を行うとともに、不妊ピアサポーターを交えた当

事者同士の交流会を開催します。また、不妊治療の保険適用外と

なった先進医療等の費用に対する助成等を行います。さらに、仕

事をしながら不妊治療を受けやすい環境づくりを推進するため、

企業の人事担当者等を対象として、不妊治療への理解を促進し、

職場での支援の進め方等を学ぶセミナーを開催します。加えて、

がん治療に際して妊孕性温存療法を受けた方に対して、費用の一

部を助成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

少子化対策課 

（224-2404） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

子どもの育ち

支援課 

（224-2248） 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

子どもの育ち

支援課 

（224-2248） 
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４ 健やか親子支援事業            ２６，９３３千円 

【（15-4-4）切れ目のない妊産婦・乳幼児ケアの充実】 

（第４款 衛生費 第３項 保健所費 １ 保健所費） 

妊娠期から出産、子育て期にわたり不安を抱える方々に対し寄

り添い、健やかな育児につなげられるようＳＮＳ相談による支援

を行います。また、県内の難聴児の状況を一元的に把握するため

のデータベースシステムを活用することで、関係機関との連携を

強化し適切な支援につなげます。さらに、新生児聴覚検査体制の

充実を図るため、聴覚検査機器を購入する小規模の産科医療機関

等に対し、補助を行います。 

 

 

 

 

 

 

子どもの育ち

支援課 

（224-2248） 

 

 

 

 


